
スマートIoT推進フォーラムの活動について

資料６



専⾨ＷＧ

課題に応じて設置（当⾯はセキュリ
ティ、プライバシー関連）

先進的ﾓﾃﾞﾙ事業推進ＷＧ
（IoT推進ラボ）

ﾈｯﾄﾜｰｸ等のＩｏＴ関連技術の
開発・実証、標準化等

技術開発ＷＧ
（スマートIoT推進フォーラム）

先進的なﾓﾃﾞﾙ事業の創出、規制
改⾰等の環境整備

総 会

運営委員会 （15名）

 会⻑
 副会⻑

総務省、経産省、関係省庁等
NICT、JIPDEC等

協⼒ 協⼒

IoT推進コンソーシアムの体制

• IoT／ビッグデータ／人工知能時代に対応し、企業・業種の枠を超えて産学官で利活用を促進するため、民主導の
組織として「IoT推進コンソーシアム」を10月23日に設立。

• 技術開発、利活用、政策課題の解決に向けた提言等を実施。
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スマートIoT推進フォーラム
(Smart IoT Acceleration Forum)

事務局：NICT

連携

関連フォーラム
との連携

第５世代モバイル
推進フォーラム
（5GMF）

i-RooBO Network 
Forum

グローバルコミュニ
ケーション開発推進
協議会

スマートIoT推進フォーラムの構成（案） 2

技術戦略検討部会 【テーマ（例）】
技術開発・実証、標準化、
国際展開に係る戦略 等

※ テーマ別に検討を行う分科会を今後
必要に応じて追加

研究開発・社会実証
プロジェクト部会

【プロジェクト（例）】
IoT共通基盤技術、
自律型モビリティシステム 等

※ 個別のプロジェクトを今後必要に応じて追加

フォーラム会合  座長
 座長代理

スマートIoT推進委員会
(Smart IoT Acceleration Committee）

※部会は今後必要に応じて追加



スマートIoT推進委員会

研究開発・社会実証
プロジェクト部会

各組織の活動について（案） 3

フォーラム会合

技術戦略検討部会

 フォーラム全会員で構成、年１回程度開催
 規約、活動方針等の決定

 会員の有識者等から構成、必要に応じて開催
 フォーラムの活動のとりまとめ
 座長が必要と認めた事項等の審議、決定

 研究開発と実証（技術実証及び社会実証）の一体的推進
 分野別のモデルシステムの提案、横展開

 スマートIoTに関する技術開発・実証の推進方策の検討
 IoT時代のテストベッドの活用方策の検討
 標準化、国際展開の推進方策の検討



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進

今後の活動の流れ 4

第1回フォーラム会合・スマートIoT推進委員会

技術戦略検討部会 研究開発・社会実証プロジェクト部会

部会への参加希望、検討課題、プロジェクトテーマについて会員に希望調査

第1回部会 第1回部会

• 当面の検討方針、課題の決定
• 分科会の設置、参加者の募集

• 当面の推進方針、プロジェクトの決定
• プロジェクトの設置、参加者の募集

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

形
成

平成27年
12月4日

平成28年
初旬

 分科会における議論の推進
 会員向け講演会、勉強会の開催

第２回スマートIoT推進委員会

• 規約の承認、部会の設置等

 個別プロジェクトの立ち上げ、推進
 部会における検討状況の共有

平成28年
3月

• 当面の検討方針、活動状況の報告、取りまとめプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進

技術戦略の検討、個別プロジェクトの推進



（参考） スマートIoT推進フォーラムで検討する出口分野のイメージ

• IoTのカバーする分野は広く、検討・推進に当たっては、我が国の強みや今後の社会経済への影響を踏まえ、
本フォーラムにおいては、会員のご意見を踏まえ、プロジェクトの出口分野を重点化しつつ、技術開発・実証、
標準化等を検討。
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スマートシティ・
スマートハウス

リアルタイム性

通
信
頻
度

高

高 （遅延許容度：低）

低

低 （遅延許容度：高）

インフラ維持管理

農業効率化
※その他、必要に応じ、求められるセキュリティ強度等、

他の検討軸も含めて検討。

自動走行

自律型モビリティシステム
（電気自動車、農業機械、
工事車両、電気車いす、

サービスロボット、ドローン等）

機械制御
（工場等）

具体的な検討課題
（例）

 技術開発

 テストベッドの活用方策

 標準化、国際展開

 その他留意事項（データ保護等）

多様なIoTサービスを創出する
共通基盤技術


